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長
い
修
復
を
終
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
松
城
家
住
宅

　

平
成
と
令
和
を
ま
た
ぎ
約
６
年

に
及
ん
だ
大
修
復
工
事
を
終
え
、

昨
年
11
月
３
日
に
一
般
公
開
が
始

ま
っ
た
松
城
家
住
宅
で
す
が
、
こ

の
４
月
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
目

の
月
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
地
元

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
関

係
者
の
皆
様
の
御
尽
力
の
お
か
げ

と
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
て
頂
い
た
、

漁
師
踊
り
保
存
会
の
皆
様
、
富
士

山
の
日
無
料
観
覧
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

読
み
聞
か
せ
紙
芝
居
た
ち
ば
な
の

会
の
皆
様
、
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
魔
除

け
お
面
製
作
者
の
石
原
逸
雄
様
、

「
ぽ
ん
こ
つ
ポ
ン
子
」
イ
ラ
ス
ト

展
の
漫
画
作
者
の
矢
寺
圭
太
先
生

な
ど
、
沢
山
の
皆
様
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
ご
来
館
者
数

も
11
月
か
ら
２
月
の
間
で
１
７
０

０
人
を
超
え
、
沢
山
の
お
客
様
に

お
越
し
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

天
然
の
良
港
の
恵
ま
れ
た
こ
の

戸
田
は
、
か
つ
て
廻
船
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
松

城
家
住
宅
は
、
そ
の
生
業
で
財
を

な
し
た
当
時
の
当
主
松
城
兵
作
が
、

約
１
５
０
年
前
の
明
治
の
初
め
に

建
て
た
擬
洋
風
建
築
の
住
宅
で
す
。

　

加
え
て
「
宍
戸
頼
母
」
に
よ
る

家
相
図
を
基
に
し
た
建
物
の
配
置

や
間
取
り
、
左
官
の
名
工
「
入
江

長
八
」
の
漆
喰
鏝
絵
、
こ
だ
わ
り

の
内
外
装
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
沢

山
あ
る
建
物
で
す
。
そ
の
希
少
性

か
ら
２
０
０
６
年
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

歴
史
的
財
産
を
多
く
の
方
々
に
知

っ
て
頂
け
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し
、
戸
田
地

区
の
賑
わ
い
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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指
導
員
だ
よ
り

　

令
和
４
年
の
確
定
申
告
指
導
で

は
、
例
年
に
比
べ
てe-ta

x

に

よ
る
電
子
申
請
が
増
え
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
増
え
て

い
る
た
め
想
定
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
増
え
た
な
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

 

補
助
金
に
お
い
て
は
、
県
の
物

価
高
騰
補
助
金
の
申
請
及
び
実
績

報
告
が
ｗ
ｅ
ｂ
メ
イ
ン
と
な
っ
た

の
が
記
憶
に
新
し
い
で
す
。
不
具

合
の
多
さ
は
課
題
で
す
が
、
最
低

賃
金
の
上
昇
な
ど
人
手
の
確
保
が

厳
し
い
中
、
今
後
更
に
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

既
に
飲
食
店
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
ロ
ボ
ッ
ト
配
膳
が
普
及
し
つ
つ

あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
Ａ
Ｉ
に
よ

る
チ
ャ
ッ
ト
や
文
章
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
事
業
所
だ
け
で
な
く
商
工

会
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
「
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

 

令
和
５
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
業
務
効
率
化
で
発
生
し
た

余
力
で
何
を
す
る
か
、
ど
の
よ
う

な
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
か
、

Ｄ
Ｘ
を
模
索
す
る
１
年
と
な
り
そ

う
で
す
。      　
　

指
導
員
Ｙ
Ｋ

5月・6月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

5月16日（火）総代会
5月19日（金）事業承継相談窓口開設日
6月16日（金）                 〃                
原支所
6月11日（日）女性部 視察研修
6月18日（日）阿野祭
戸田支所
5月18日（木） タカアシガニ放流
6月20日（火） 戸田支部会

松
城
家
住
宅

館
長
坂
口 

勝
俊

前
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

通
常
総
代
会
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
　

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

光
河
建
設
（
原
北
）

　

富
田
洸
郁   

建
設
業

㈱
Ｏ
Ｎ
Ｋ
（
大
塚
今
沢
）

　

小
柳
亮　

建
設
業

長
田
建
築
（
浮
島
）

　

長
田
武
彦　

建
築
業

濱
崎
実
業
（
浮
島
）

　

長
田
健
寛　

配
送
業

㈱
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ  

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
（
東
部
）

　

石
澤
浩
一　

建
設
業

本
丸
亭
（
愛
鷹
）

　

丸
本
達
也　

飲
食
業

編
集
工
房
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ａ
（
桃
里
）

　

芳
地
直
美　

ラ
イ
タ
ー

　

今
年
度
も
総
代
会
終
了
後
の
飲

食
を
伴
う
交
流
会
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
会
員
事
業
所
の
逸
品
が
当
た

る
抽
選
会
を
行
う
予
定
で
す
。

・
日　

時   

5
月
16
日
（
火
）

            　
　

 

午
後
16
時
〜

・
会　

場　

原
地
区
セ
ン
タ
ー
、

       　
　

沼
津
市
商
工
会
原
支

　
　
　
　
　

所
２
階

・
対
象
者   

総
代
、
役
員
、
来
賓

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
度
前
期
分
の
商
工
会

費
を
６
月
20
日
（
火
）
に
、
指
定

の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が
近
づ
き

ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
原
支
所
の
青
年
部
・
女

性
部
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
所

は
、
合
わ
せ
て
口
座
振
替
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
口
座
振
替
を
指

定
し
て
い
な
い
原
支
所
の
事
業
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
請
求
書
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
小
規
模
企
業
共
済
と
は
？
】

①
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度

従
業
員
20
名
以
下
（
宿
泊
業
・
娯

楽
業
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
業
・
商
業

の
場
合
は
５
名
以
下
）
の
小
規
模

企
業
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社

等
の
役
員
の
方
が
廃
業
や
退
職
後

の
生
活
資
金
、
事
業
再
建
資
金
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
す
。

②
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

掛
金
は
、
全
額
が
「
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
控
除
」
と
し
て
、
課

税
対
象
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

③
受
取
時
も
税
制
メ
リ
ッ
ト

共
済
金
の
受
取
は
、
一
括
受
取
の

場
合
は
「
退
職
所
得
扱
い
」
、
分

割
で
受
け
取
る
場
合
は
「
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
」
と
な
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

【
掛
金
に
つ
い
て
】

掛
金
は
、
月
１
，
０
０
０
円
か
ら

７
０
，
０
０
０
円
の
範
囲
で
自
由

に
設
定
が
可
能
で
、
加
入
後
も
い

つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

【
共
済
金
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
】

共
済
金
は
、
退
職
・
廃
業
時
等
に

受
取
り
が
可
能
で
す
。
満
期
や
満

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
、
納
付
し
た
掛
金

の
範
囲
内
で
、
事
業
資
金
等
の
貸

付
け
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
も

し
も
の
時
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
り

ま
す
。

　

小
規
模
企
業
共
済
へ
の
加
入
・

共
済
金
の
請
求
に
関
す
る
手
続
き

や
、
そ
の
他
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
沼
津
市
商
工
会

（
原
支
所
ま
た
は
戸
田
支
所
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

松城家住宅（戸田・国の重要文化財）松城家住宅（戸田・国の重要文化財）
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桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

青
年
部
桜
ま
つ
り
開
催

　

３
月
25
日
、
戸
田
支
所
青
年
部

主
催
の
「
桜
ま
つ
り
」
を
４
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。
桜
は
間
に

合
い
ま
し
た
が
生
憎
の
悪
天
候
と

な
り
、
く
る
ら
戸
田
に
会
場
を
変

更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
久
し
く
開
催
で
き

な
か
っ
た
た
め
手
探
り
で
準
備
を

進
め
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き
と
り
を

始
め
特
賞
が
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の
輪

投
げ
等
の
出
店
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
の
上
に
冷
え
込

み
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
お
客
様
は

少
な
め
で
し
た
が
、
女
性
部
の
皆

さ
ん
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
お

し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
は
好
評
で
一
番

早
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
青
年
部
は
戸
田
の

地
域
活
性
化
の
た
め
行
動
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

戸
田
支
所
青
年
部
で
は
、
こ
の

時
期
中
上
地
区
の
大
久
保
川
沿
い

に
あ
る
桜
並
木
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
２
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
３
月
17
日

に
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　

　

桜
の
開
花
も
間
に
合
い
、
３
月

24
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
の
約
２

週
間
、
満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や

枝
垂
れ
桜
が
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
、

幻
想
的
な
光
景
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

３
月
７
日
、
卒
業
を
控
え
た
戸

田
小
中
一
貫
学
校
９
年
生
に
戸
田

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
、

誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
ふ
る
さ
と

を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
法
人
会
戸

田
支
部
が
３
年
ぶ
り
に
特
別
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
①
戸
田
の
特
産
品
の

実
食
体
験
と
、
②
沼
津
市
教
育
委

員
会
文
化
振
興
課
の
原
田
雄
紀
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
の
２
本
柱
の
構

成
で
し
た
。

①
戸
田
の
特
産
品
の
実
食
体
験

　

今
回
は
、
感
染
対
策
な
ど
を
学

校
側
と
協
議
し
、
初
の
試
み
と
し

て
戸
田
支
部
役
員
で
も
あ
る
『
か

に
や
』
さ
ん
の
協
力
で
食
堂
を
貸

し
切
り
に
し
て
行
い
ま
し
た
。
中

学
校
の
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ト
ロ
ボ

ッ
チ
の
フ
ラ
イ
、
漁
師
鍋
等
を
食

し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
が
目
利
き
・
調
理
し
た
最

高
級
の
高
足
ガ
ニ
も
食
卓
に
並
び

ま
し
た
。
高
足
ガ
ニ
は
食
べ
た
こ

と
の
な
い
生
徒
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
口
々
に
「
お
い
し
い
」

言
い
な
が
ら
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

②
沼
津
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興

課
、
原
田
雄
紀
さ
ん
の
講
演
会

 

食
事
の
後
は
、
小
中
一
貫
校
の

７
、
８
、
９
年
生
の
皆
さ
ん
に

「
ジ
オ
が
生
ん
だ
戸
田
の
歴
史
文

化
」
講
演
会
を
実
施
。
江
戸
時
代

初
頭
、
江
戸
城
の
石
垣
の
材
料
と

す
る
た
め
、
戸
田
地
区
内
の
山
中

か
ら
大
量
に
石
が
切
り
出
さ
れ
、

江
戸
へ
運
ば
れ
て
い
た
と
い
う
歴

史
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
石
の
割
り
方
、
運
び
方
、

石
に
刻
ま
れ
た
目
印
の
意
味
な
ど
、

戸
田
の
大
人
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

中
学
生
の
皆
さ
ん
も
夢
中
で
聴

い
て
い
ま
し
た
。

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

三
新
田
の
開
拓

　

江
戸
幕
府
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

当
時
の
東
海
道
に
は
宿
と
宿
と
の

間
に
人
家
は
少
な
く
、
通
行
に
危

険
が
伴
っ
た
。
そ
の
為
、
幕
府
は

通
行
の
安
全
・
街
道
整
備
・
農
民

の
定
着
・
収
穫
の
増
産
等
の
目
的

で
新
田
の
開
発
を
奨
励
し
た
。
吉

原
地
区
の
新
田
と
共
に
原
の
三
新

田
部
落
も
開
拓
さ
れ
た
。
共
に
幕

府
領
。

一
本
松
新
田
（
一
本
松
）

　

大
橋
五
郎
左
衛
門
（
二
代
）
が

慶
長
年
間
に
遠
州
よ
り
移
住
、
開

拓
し
て
幕
府
よ
り
新
田
開
発
の
褒

美
と
し
て
諸
役
御
免
の
証
文
を
授

か
っ
た
。
そ
の
後
、
順
次
開
発
が

進
ん
だ
。
村
名
は
当
時
あ
っ
た
一

本
の
大
松
に
由
来
す
る
。
区
内
に

は
大
通
寺
（
曹
洞
宗
）
・
浅
間
神

社
・
要
石
神
社
・
浮
島
ヶ
原
開
拓

の
苦
闘
の
歴
史
を
物
語
る
水
落
堀

（
元
掘
）
跡
等
が
あ
る
。

助
兵
衛
新
田
（
桃
里
）

　

遠
州
よ
り
鈴
木
助
兵
衛
（
二

代
）
が
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

こ
の
地
に
移
住
し
開
拓
し
た
。
後

に
、
村
民
は
「
開
闢
地
神
」
の
号

を
贈
り
記
念
碑
を
建
て
た
。
村
名

は
開
拓
者
の
名
に
由
来
す
る
。
し

か
し
、
後
に
助
兵
衛
と
い
う
語
呂

を
嫌
い
、
明
治
四
十
一
年
に
当
時

桃
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
為
、
桃

里
と
改
め
ら
れ
た
。
浅
間
愛
鷹
神

社
に
は
桃
里
改
称
記
念
碑
が
あ
り
、

他
に
桜
地
蔵
堂
等
が
あ
る
。

植
田
新
田
（
植
田
）

　

遠
州
浪
人
、
植
田
三
十
郎
親
忠

（
内
膳
堀
の
開
鑿
で
知
ら
れ
る
植

田
内
膳
の
息
子
）
が
江
戸
初
期
、

干
拓
を
図
る
も
泥
の
浮
動
の
為
失

敗
し
、
そ
の
後
今
井
六
左
衛
門
昌

光
の
手
に
よ
り
開
発
が
進
め
ら
れ

た
。
村
名
は
最
初
の
開
拓
者
の
名

字
に
由
来
。
幕
末
ま
で
植
田
の
薬

師
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
た
神
護

寺
が
あ
っ
た
。
他
に
八
幡
神
社
・

植
田
新
田
由
来
碑
・
植
田
三
十
郎

の
供
養
墓
等
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

　

商
工
会
で
推
奨
し
て
い
る
会
計

ソ
フ
ト
「
弥
生
会
計
」
を
も
っ
と

ラ
ク
に
使
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
、

３
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と

会
計
ソ
フ
ト
を
連
動
さ
せ
る
機
能

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し

た
レ
シ
ー
ト
か
ら
自
動
で
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力
す
る
機
能
を
紹
介
。

参
加
者
は
、
実
際
に
ソ
フ
ト
を
動

か
し
て
機
能
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

操
作
に
慣
れ
れ
ば
手
作
業
よ
り

も
早
く
、
ラ
ク
に
入
力
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
入
力
機
能
が
気
に
な
る

方
は
、
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
１
月
28
日
〜
30
日
の

３
日
間
で
、
北
海
道
へ
視
察
研
修

に
行
き
、
主
に
北
海
道
大
学
総
合

博
物
館
、
札
幌
二
条
市
場
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
北
海
道
大
学
の

校
舎
の
一
部
を
利
用
し
て
い
る
博

物
館
で
す
。
一
般
客
も
無
料
で
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
る
館
内
に
は

３
０
０
万
点
以
上
の
標
本
や
資
料
、

学
部
ご
と
の
研
究
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
順
路
ど
お
り
に
眺
め

て
歩
く
だ
け
で
も
１
時
間
以
上
か

か
か
り
ま
し
た
。

　

札
幌
二
条
市
場
に
は
早
朝
か
ら

見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、
市
場
内

に
あ
る
飲
食
店
は
開
店
と
同
時
に

ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
て
お
り
、
賑

わ
い
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ど
こ
も
外
国
人
観
光
客
が
多
く
、

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ

あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

原
支
所
青
年
部
視
察
研
修

弥
生
会
計
セ
ミ
ナ
ー

ス
マ
ー
ト
自
動
入
力
機
能

北海道大学総合博物館前にて

（
訂
正
）
ウ
イ
ン
グ
第
１
２
４
号
２
ペ
ー
ジ
下
段
、
15
行
目

（
誤
）「
大
塚
高
木
神
社
」

（
正
）「
大
塚
新
田
神
明
宮
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お詫びと
訂正

み
ず
お
と
し
ぼ
り

か
い
び
ゃ
く

も
と
ぼ
り

蔦屋版東海道原初代歌川広重画

沼
津
法
人
会
三
浦
・
戸
田
支
部

グ
ル
メ
大
使
育
成
事
業

か
い
さ
く
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桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

青
年
部
桜
ま
つ
り
開
催

　

３
月
25
日
、
戸
田
支
所
青
年
部

主
催
の
「
桜
ま
つ
り
」
を
４
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。
桜
は
間
に

合
い
ま
し
た
が
生
憎
の
悪
天
候
と

な
り
、
く
る
ら
戸
田
に
会
場
を
変

更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
久
し
く
開
催
で
き

な
か
っ
た
た
め
手
探
り
で
準
備
を

進
め
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き
と
り
を

始
め
特
賞
が
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の
輪

投
げ
等
の
出
店
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
の
上
に
冷
え
込

み
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
お
客
様
は

少
な
め
で
し
た
が
、
女
性
部
の
皆

さ
ん
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
お

し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
は
好
評
で
一
番

早
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
青
年
部
は
戸
田
の

地
域
活
性
化
の
た
め
行
動
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

戸
田
支
所
青
年
部
で
は
、
こ
の

時
期
中
上
地
区
の
大
久
保
川
沿
い

に
あ
る
桜
並
木
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
２
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
３
月
17
日

に
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　

　

桜
の
開
花
も
間
に
合
い
、
３
月

24
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
の
約
２

週
間
、
満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や

枝
垂
れ
桜
が
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
、

幻
想
的
な
光
景
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

３
月
７
日
、
卒
業
を
控
え
た
戸

田
小
中
一
貫
学
校
９
年
生
に
戸
田

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
、

誇
り
を
持
っ
て
自
分
の
ふ
る
さ
と

を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
法
人
会
戸

田
支
部
が
３
年
ぶ
り
に
特
別
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
①
戸
田
の
特
産
品
の

実
食
体
験
と
、
②
沼
津
市
教
育
委

員
会
文
化
振
興
課
の
原
田
雄
紀
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
の
２
本
柱
の
構

成
で
し
た
。

①
戸
田
の
特
産
品
の
実
食
体
験

　

今
回
は
、
感
染
対
策
な
ど
を
学

校
側
と
協
議
し
、
初
の
試
み
と
し

て
戸
田
支
部
役
員
で
も
あ
る
『
か

に
や
』
さ
ん
の
協
力
で
食
堂
を
貸

し
切
り
に
し
て
行
い
ま
し
た
。
中

学
校
の
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ト
ロ
ボ

ッ
チ
の
フ
ラ
イ
、
漁
師
鍋
等
を
食

し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
が
目
利
き
・
調
理
し
た
最

高
級
の
高
足
ガ
ニ
も
食
卓
に
並
び

ま
し
た
。
高
足
ガ
ニ
は
食
べ
た
こ

と
の
な
い
生
徒
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
口
々
に
「
お
い
し
い
」

言
い
な
が
ら
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

②
沼
津
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興

課
、
原
田
雄
紀
さ
ん
の
講
演
会

 

食
事
の
後
は
、
小
中
一
貫
校
の

７
、
８
、
９
年
生
の
皆
さ
ん
に

「
ジ
オ
が
生
ん
だ
戸
田
の
歴
史
文

化
」
講
演
会
を
実
施
。
江
戸
時
代

初
頭
、
江
戸
城
の
石
垣
の
材
料
と

す
る
た
め
、
戸
田
地
区
内
の
山
中

か
ら
大
量
に
石
が
切
り
出
さ
れ
、

江
戸
へ
運
ば
れ
て
い
た
と
い
う
歴

史
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
石
の
割
り
方
、
運
び
方
、

石
に
刻
ま
れ
た
目
印
の
意
味
な
ど
、

戸
田
の
大
人
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

中
学
生
の
皆
さ
ん
も
夢
中
で
聴

い
て
い
ま
し
た
。

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

三
新
田
の
開
拓

　

江
戸
幕
府
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

当
時
の
東
海
道
に
は
宿
と
宿
と
の

間
に
人
家
は
少
な
く
、
通
行
に
危

険
が
伴
っ
た
。
そ
の
為
、
幕
府
は

通
行
の
安
全
・
街
道
整
備
・
農
民

の
定
着
・
収
穫
の
増
産
等
の
目
的

で
新
田
の
開
発
を
奨
励
し
た
。
吉

原
地
区
の
新
田
と
共
に
原
の
三
新

田
部
落
も
開
拓
さ
れ
た
。
共
に
幕

府
領
。

一
本
松
新
田
（
一
本
松
）

　

大
橋
五
郎
左
衛
門
（
二
代
）
が

慶
長
年
間
に
遠
州
よ
り
移
住
、
開

拓
し
て
幕
府
よ
り
新
田
開
発
の
褒

美
と
し
て
諸
役
御
免
の
証
文
を
授

か
っ
た
。
そ
の
後
、
順
次
開
発
が

進
ん
だ
。
村
名
は
当
時
あ
っ
た
一

本
の
大
松
に
由
来
す
る
。
区
内
に

は
大
通
寺
（
曹
洞
宗
）
・
浅
間
神

社
・
要
石
神
社
・
浮
島
ヶ
原
開
拓

の
苦
闘
の
歴
史
を
物
語
る
水
落
堀

（
元
掘
）
跡
等
が
あ
る
。

助
兵
衛
新
田
（
桃
里
）

　

遠
州
よ
り
鈴
木
助
兵
衛
（
二

代
）
が
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

こ
の
地
に
移
住
し
開
拓
し
た
。
後

に
、
村
民
は
「
開
闢
地
神
」
の
号

を
贈
り
記
念
碑
を
建
て
た
。
村
名

は
開
拓
者
の
名
に
由
来
す
る
。
し

か
し
、
後
に
助
兵
衛
と
い
う
語
呂

を
嫌
い
、
明
治
四
十
一
年
に
当
時

桃
の
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
為
、
桃

里
と
改
め
ら
れ
た
。
浅
間
愛
鷹
神

社
に
は
桃
里
改
称
記
念
碑
が
あ
り
、

他
に
桜
地
蔵
堂
等
が
あ
る
。

植
田
新
田
（
植
田
）

　

遠
州
浪
人
、
植
田
三
十
郎
親
忠

（
内
膳
堀
の
開
鑿
で
知
ら
れ
る
植

田
内
膳
の
息
子
）
が
江
戸
初
期
、

干
拓
を
図
る
も
泥
の
浮
動
の
為
失

敗
し
、
そ
の
後
今
井
六
左
衛
門
昌

光
の
手
に
よ
り
開
発
が
進
め
ら
れ

た
。
村
名
は
最
初
の
開
拓
者
の
名

字
に
由
来
。
幕
末
ま
で
植
田
の
薬

師
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
た
神
護

寺
が
あ
っ
た
。
他
に
八
幡
神
社
・

植
田
新
田
由
来
碑
・
植
田
三
十
郎

の
供
養
墓
等
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

　

商
工
会
で
推
奨
し
て
い
る
会
計

ソ
フ
ト
「
弥
生
会
計
」
を
も
っ
と

ラ
ク
に
使
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
、

３
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と

会
計
ソ
フ
ト
を
連
動
さ
せ
る
機
能

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し

た
レ
シ
ー
ト
か
ら
自
動
で
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力
す
る
機
能
を
紹
介
。

参
加
者
は
、
実
際
に
ソ
フ
ト
を
動

か
し
て
機
能
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

操
作
に
慣
れ
れ
ば
手
作
業
よ
り

も
早
く
、
ラ
ク
に
入
力
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
入
力
機
能
が
気
に
な
る

方
は
、
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
１
月
28
日
〜
30
日
の

３
日
間
で
、
北
海
道
へ
視
察
研
修

に
行
き
、
主
に
北
海
道
大
学
総
合

博
物
館
、
札
幌
二
条
市
場
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
北
海
道
大
学
の

校
舎
の
一
部
を
利
用
し
て
い
る
博

物
館
で
す
。
一
般
客
も
無
料
で
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
る
館
内
に
は

３
０
０
万
点
以
上
の
標
本
や
資
料
、

学
部
ご
と
の
研
究
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
順
路
ど
お
り
に
眺
め

て
歩
く
だ
け
で
も
１
時
間
以
上
か

か
か
り
ま
し
た
。

　

札
幌
二
条
市
場
に
は
早
朝
か
ら

見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、
市
場
内

に
あ
る
飲
食
店
は
開
店
と
同
時
に

ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
て
お
り
、
賑

わ
い
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ど
こ
も
外
国
人
観
光
客
が
多
く
、

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
つ
つ

あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

原
支
所
青
年
部
視
察
研
修

弥
生
会
計
セ
ミ
ナ
ー

ス
マ
ー
ト
自
動
入
力
機
能

北海道大学総合博物館前にて

（
訂
正
）
ウ
イ
ン
グ
第
１
２
４
号
２
ペ
ー
ジ
下
段
、
15
行
目

（
誤
）「
大
塚
高
木
神
社
」

（
正
）「
大
塚
新
田
神
明
宮
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お詫びと
訂正

み
ず
お
と
し
ぼ
り

か
い
び
ゃ
く

も
と
ぼ
り

蔦屋版東海道原初代歌川広重画

沼
津
法
人
会
三
浦
・
戸
田
支
部

グ
ル
メ
大
使
育
成
事
業

か
い
さ
く
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長
い
修
復
を
終
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
松
城
家
住
宅

　

平
成
と
令
和
を
ま
た
ぎ
約
６
年

に
及
ん
だ
大
修
復
工
事
を
終
え
、

昨
年
11
月
３
日
に
一
般
公
開
が
始

ま
っ
た
松
城
家
住
宅
で
す
が
、
こ

の
４
月
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
目

の
月
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
地
元

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
関

係
者
の
皆
様
の
御
尽
力
の
お
か
げ

と
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
て
頂
い
た
、

漁
師
踊
り
保
存
会
の
皆
様
、
富
士

山
の
日
無
料
観
覧
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

読
み
聞
か
せ
紙
芝
居
た
ち
ば
な
の

会
の
皆
様
、
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
魔
除

け
お
面
製
作
者
の
石
原
逸
雄
様
、

「
ぽ
ん
こ
つ
ポ
ン
子
」
イ
ラ
ス
ト

展
の
漫
画
作
者
の
矢
寺
圭
太
先
生

な
ど
、
沢
山
の
皆
様
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
ご
来
館
者
数

も
11
月
か
ら
２
月
の
間
で
１
７
０

０
人
を
超
え
、
沢
山
の
お
客
様
に

お
越
し
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

天
然
の
良
港
の
恵
ま
れ
た
こ
の

戸
田
は
、
か
つ
て
廻
船
業
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
松

城
家
住
宅
は
、
そ
の
生
業
で
財
を

な
し
た
当
時
の
当
主
松
城
兵
作
が
、

約
１
５
０
年
前
の
明
治
の
初
め
に

建
て
た
擬
洋
風
建
築
の
住
宅
で
す
。

　

加
え
て
「
宍
戸
頼
母
」
に
よ
る

家
相
図
を
基
に
し
た
建
物
の
配
置

や
間
取
り
、
左
官
の
名
工
「
入
江

長
八
」
の
漆
喰
鏝
絵
、
こ
だ
わ
り

の
内
外
装
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
沢

山
あ
る
建
物
で
す
。
そ
の
希
少
性

か
ら
２
０
０
６
年
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

歴
史
的
財
産
を
多
く
の
方
々
に
知

っ
て
頂
け
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し
、
戸
田
地

区
の
賑
わ
い
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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指
導
員
だ
よ
り

　

令
和
４
年
の
確
定
申
告
指
導
で

は
、
例
年
に
比
べ
てe-ta

x

に

よ
る
電
子
申
請
が
増
え
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
増
え
て

い
る
た
め
想
定
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
増
え
た
な
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

 

補
助
金
に
お
い
て
は
、
県
の
物

価
高
騰
補
助
金
の
申
請
及
び
実
績

報
告
が
ｗ
ｅ
ｂ
メ
イ
ン
と
な
っ
た

の
が
記
憶
に
新
し
い
で
す
。
不
具

合
の
多
さ
は
課
題
で
す
が
、
最
低

賃
金
の
上
昇
な
ど
人
手
の
確
保
が

厳
し
い
中
、
今
後
更
に
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

既
に
飲
食
店
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
ロ
ボ
ッ
ト
配
膳
が
普
及
し
つ
つ

あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
Ａ
Ｉ
に
よ

る
チ
ャ
ッ
ト
や
文
章
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
事
業
所
だ
け
で
な
く
商
工

会
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
「
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

 

令
和
５
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
業
務
効
率
化
で
発
生
し
た

余
力
で
何
を
す
る
か
、
ど
の
よ
う

な
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
か
、

Ｄ
Ｘ
を
模
索
す
る
１
年
と
な
り
そ

う
で
す
。      　
　

指
導
員
Ｙ
Ｋ

5月・6月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

5月16日（火）総代会
5月19日（金）事業承継相談窓口開設日
6月16日（金）                 〃                
原支所
6月11日（日）女性部 視察研修
6月18日（日）阿野祭
戸田支所
5月18日（木） タカアシガニ放流
6月20日（火） 戸田支部会

松
城
家
住
宅

館
長
坂
口 

勝
俊

前
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

通
常
総
代
会
の
お
知
ら
せ

令
和
5
年
度
　

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

光
河
建
設
（
原
北
）

　

富
田
洸
郁   
建
設
業

㈱
Ｏ
Ｎ
Ｋ
（
大
塚
今
沢
）

　

小
柳
亮　

建
設
業

長
田
建
築
（
浮
島
）

　

長
田
武
彦　

建
築
業

濱
崎
実
業
（
浮
島
）

　

長
田
健
寛　

配
送
業

㈱
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ  

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
（
東
部
）

　

石
澤
浩
一　

建
設
業

本
丸
亭
（
愛
鷹
）

　

丸
本
達
也　

飲
食
業

編
集
工
房
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ａ
（
桃
里
）

　

芳
地
直
美　

ラ
イ
タ
ー

　

今
年
度
も
総
代
会
終
了
後
の
飲

食
を
伴
う
交
流
会
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
会
員
事
業
所
の
逸
品
が
当
た

る
抽
選
会
を
行
う
予
定
で
す
。

・
日　

時   

5
月
16
日
（
火
）

            　
　

 

午
後
16
時
〜

・
会　

場　

原
地
区
セ
ン
タ
ー
、

       　
　

沼
津
市
商
工
会
原
支

　
　
　
　
　

所
２
階

・
対
象
者   

総
代
、
役
員
、
来
賓

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
度
前
期
分
の
商
工
会

費
を
６
月
20
日
（
火
）
に
、
指
定

の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が
近
づ
き

ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
原
支
所
の
青
年
部
・
女

性
部
に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
所

は
、
合
わ
せ
て
口
座
振
替
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
口
座
振
替
を
指

定
し
て
い
な
い
原
支
所
の
事
業
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
請
求
書
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
小
規
模
企
業
共
済
と
は
？
】

①
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度

従
業
員
20
名
以
下
（
宿
泊
業
・
娯

楽
業
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
業
・
商
業

の
場
合
は
５
名
以
下
）
の
小
規
模

企
業
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社

等
の
役
員
の
方
が
廃
業
や
退
職
後

の
生
活
資
金
、
事
業
再
建
資
金
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
す
。

②
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

掛
金
は
、
全
額
が
「
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
控
除
」
と
し
て
、
課

税
対
象
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

③
受
取
時
も
税
制
メ
リ
ッ
ト

共
済
金
の
受
取
は
、
一
括
受
取
の

場
合
は
「
退
職
所
得
扱
い
」
、
分

割
で
受
け
取
る
場
合
は
「
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
」
と
な
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

【
掛
金
に
つ
い
て
】

掛
金
は
、
月
１
，
０
０
０
円
か
ら

７
０
，
０
０
０
円
の
範
囲
で
自
由

に
設
定
が
可
能
で
、
加
入
後
も
い

つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

【
共
済
金
の
受
け
取
り
に
つ
い
て
】

共
済
金
は
、
退
職
・
廃
業
時
等
に

受
取
り
が
可
能
で
す
。
満
期
や
満

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
、
納
付
し
た
掛
金

の
範
囲
内
で
、
事
業
資
金
等
の
貸

付
け
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
も

し
も
の
時
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
り

ま
す
。

　

小
規
模
企
業
共
済
へ
の
加
入
・

共
済
金
の
請
求
に
関
す
る
手
続
き

や
、
そ
の
他
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
沼
津
市
商
工
会

（
原
支
所
ま
た
は
戸
田
支
所
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

松城家住宅（戸田・国の重要文化財）松城家住宅（戸田・国の重要文化財）
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